















































































































































































































































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	事業の概要,結論および勧告
	第1章 まえがき
	第2章 経済的背景
	A 国家段階
	B 県段階

	第3章 計画地域の現況
	A 立地条件
	1. 位置および道路状況
	2. 人口および生活状況

	B 自然条件
	1. 地形および河川
	2. 気象および水文
	3. 地質および土壌

	C 用排水組織およびほ場状況
	1. 用水
	2. 排水
	3. ほ場

	D 農業の現況
	1. 土地利用状況および農業生産
	2. 営農状況
	3. 試験研究と普及指導
	4. 農業生産資材の供給状況と農業信用
	5. 農産物の加工および流通
	6. 農民組織


	第4章 事業計画
	A 事業の目的と構成
	1. 事業の目的
	2. 事業の構成

	B 計画樹立の策定
	1. 最適規模の比較検討
	2. 用水計画
	3. 排水計画
	4. 洪水防御計画
	5. 道路計画
	6. ほ場整備計画
	7. 飲料水給水計画

	C 農業計画
	1. 土地利用計画
	2. 計画作付体系
	3. 農業生産量
	4. 農業機械化計画
	5. 労働力及び農業資材の必要量
	6. 畜産および淡水魚養殖
	7. 展示農場計画
	8. 農業技術普及および組織計画
	9. 農村生活環境整備計画

	D 施設計画
	1. 用水路
	2. 排水路
	3. 機場
	4. 輪中堤防
	5. 道路
	6. 集落飲料水給水施設
	7. 計画施設の事業量

	E 事業費の積算

	第5章 事業の実施ならびに維持管理
	A 事業の実施機関と他の関係機関との関連
	B 事業実施計画
	C 施工計画
	D 維持管理計画
	1. 維持管理機関と組織
	2. 施設の維持管理
	3. 維持管理費

	E コンサルタンツの技術供与

	第6章 事業の評価
	A 経済評価
	1. 事業便益
	2. 事業費
	3. 内部収益率
	4. 感度分析

	B 農家経済
	1. 標準農家の選定
	2. 農家所得分析
	3. 結論および問題点

	C 事業の社会・経済におよぼす影響

	裏表紙

